
２０２３年 ７月１０日（曇り） 第２週 第２４３４回例会

Song ”日も風も星も”

Attendance

会員 ６６名 欠席 １４名 出席率 ７３．５８％

President Time 加藤春視 会長

皆さん、こんにちは。ザポリージャ原発をめぐりウクラ

イナ・ゼレンスキー大統領「ロシアは爆発起こす技術的準

備できている」一方で、平和を象徴する大リーグ、大谷翔

平選手の三冠王が近づいています。

本日は、クラブアッセンブリーとなっています。今年度

のクラブ計画書を皆様に配布することができました。こち

らに関する方々の大変なご努力とご協力の賜物です。心か

ら感謝申し上げます。

今期の素晴らしい企画の一つをお話致します。創立55周

年記念行事では、あま市役所の新庁舎で行われるボーイス

カウト活動に合わせて、公園に自然エネルギーを活用した

時計塔を寄贈する計画が進められています。この時計塔は、

子供たちの学びの場として活用されるだけでなく、持続可

能な社会の実現を象徴するものとして後世に受け継がれる

でしょう。社会奉仕委員会の板津委員長と青少年奉仕委員

会の北野委員長の協力により、素晴らしい記念行事が実現

することを期待しています。また、あまRCは今期、創立5

5周年を迎えます。創立55周年記念行事実行委員会家田実

行委員長にお願いしています。大竹初代会長の情熱と歴代

会長の優れた指導力、そして会員全員のクラブへの愛と団

結の精神により、この日を迎えることができると考えてい

ます。また、100年を超えるクラブの新たなスタートを誓

い、会員と初代会長に感謝の気持ちを伝えられる55周年記

念行事を開催したいと思っています。この記念行事を通じ

て、クラブの過去の功績に感謝し、未来に向けて新たな一

歩を踏み出しましょう。

最後に、各趣味の会の皆様にお願いがあります。日常の

活動内容を中心に卓話をしていただき、楽しく活発な趣味

の会の発表をお願いします。また、創立55周年を祝い、各

趣味の会の催しをアピールしていただく卓話もお願いしま

す。以上です。

Today ７月２４日（第２４３５回）

担当 大竹敬一 プログラム委員長

演題 卓話

「働く人が喜びを実感できる会社を作ろう」

日本ハグ協会 高木さとこ氏

Next Week ７月３１日（第２４３６回）

担当 黒川元則 親睦活動委員長

演題 夜間友愛例会

於：名鉄百貨店屋上ビアガーデン

18:00点鐘（お昼の例会振替）



Secretary Report 竹田竜一郎 幹事

１ ロータリーレートが7月1日より1ドル145円（6月1

40円）に変更となりました。

２ 次週7月17日（月）は海の日による休会です。次回例

会は7月24日（月）となります。

３ 谷口充子君に第1回米山功労者感謝状が参りました。

ニ コ ボ ッ ク ス

ご投函有り難うございます

加藤春視 会長

本日はクラブアッセンブリーです。委員長の皆様、よ

ろしくお願いいたします。

竹田竜一郎 幹事

先日のゴルフ部取り切り戦で、津島RCの篠田パスト

会長より寄付をいただきました。有難うございました。

本日はクラブアッセンブリー、各委員長の方針発表で

す。よろしくお願いいたします。

武井 正君

社会奉仕委員会と青少年奉仕委員会のIDM残金をニコ

ボックスへ投函させていただきます。

古川 宏君

臼井年度最後のゴルフ取り切り戦で5位に入り、大金

をいただきました。賞金はそのまま加藤春視年度のニ

コボックスへ。

青本道春君

大竹君、七夕の竹を大変有難うございました。横井君、

七夕の段取り有難うございました。入居者さんと職員

がとても喜んでいました。短冊には、1位早く家に帰

りたい。2位亡くなった旦那さんに会いたい。3位何時

までも健康でいたいと願っておりました。

加藤憲治君

愛西市観光協会主催の蓮見の会、無事終了しました。

ヤレヤレです！

大竹敬一君

青本ニコボックス委員長および皆さん、お疲れ様です。

鈴村與左衛門君

ニコボックスの皆様ご苦労様です。ゴルフで賞金をい

ただきました。ニコボックスに投函させていただきま

す。

田中正博君

先日の臼井年度取り切りゴルフコンペで、会長賞6位

をいただきました。本当に臼井会長との縁を感じます。

本日は加藤春視年度クラブアッセンブリーです。各委

員長さん、素晴らしい計画を発表してください。

後藤裕一君

暑くなりました。熱中症、コロナ等、健康に留意しま

しょう。体が資本。

服部竜也君

先週は鹿児島に行って来ました。暑かったです。お体

に気をつけましょう。

板津和博君

社会奉仕・青少年奉仕合同IDMにご参加の皆様、お疲

れ様でした。

伊藤英毅君

加藤憲チャン、蓮見の会、お天気でよかったですね。

成功おめでとうございます。

伊藤正征君

大相撲名古屋場所、初日に行って来ました。久し振り

の声援の中での大相撲は、温かく活気に満ち溢れた。

お相撲はやはり良いものですね。

北野庸夫君

社会奉仕・青少年奉仕のIDM参加の皆様、お疲れ様で

した。行事盛沢山で、プレッシャーを感じました。板

津君、頼りにしています。

児玉憲之君

8委員会の委員長の皆様、加藤春視年度の事業計画発

表、よろしくお願いします。

黒野晃太郎君

暑中お見舞い申し上げます。

水野 眞君

広小路に「蝶」のイベント、今年も舞い始めて家の庭

木が丸坊主になりかけてます。

小倉廣三君

本日はクラブアッセンブリーです。会場委員会、頑張

りますので、1年間よろしくお願いいたします。

酒井和雄君

お盆の旅行に用いる杖を購入しました。老人の入り口

です。

山田尊久君

今月29日の神戸での合唱祭まであと2回の練習です。

本番が楽しみです。

横井久雄君

本日はクラブアッセンブリーです。委員長発表よろし

くお願いします。

合 計 ４６，２００円



ク ラ ブ ア ッ セ ン ブ リ ー

米山記念奨学委員長 稲垣秀樹君

米山記念奨学会は、日本に在籍し

ている外国人留学生に対し、日本全

国のロータリアンの寄附金を財源と

して、奨学金を支給・支援する日本

最大規模の民間奨学団体です。

毎年、全国で約900人の奨学生を

採用し、日本のロータリアンとの交流によって、将来、日

本と世界とを結ぶ懸け橋となる人材を育てています。

１．米山記念奨学会へ普通寄付金として、会員一人当たり

5,000円の寄付をする。

２．会員に米山功労者・マルチプル・メジャードナーにな

ってもらえるようお願いする。

３．特別免税制度について説明する。

４．米山奨学生をカウンセラーとともに支え、あまRCの事

業に参加してもらう。

本年度のあまRCの米山奨学生につきましては受け入れを

しませんので、米山記念奨学委員会の事業とつきましては、

皆さんからの寄付お願いに力を注ぎたいと思います。

※米山記念奨学会のあゆみ

この事業は1952年東京ロータリークラブが発表した「米

山基金」に始まります。日本のロータリーの創始者である

故・米山梅吉氏の生前の功績を讃え、後世まで残るような

有益な事業を行いたいとの思いから設立されました。そし

て、その背景には、二度と戦争の悲劇を繰り返さないため

に、「平和日本」を後世に伝え、国際親善と世界平和に寄与

したいという、戦後のロータリアンたちの強い願いがあり

ました。

ロータリー情報委員長 山田尊久君

１．会長方針、理事会決定事項に基

づき、入会予定会員の

選考、職業分類に関する事項、新入

会員の研修などの活動

をする。

２．会員から推薦された入会希望者

が、あまロータリークラブ会員として相応しいかどうか、

公平な立場から判断・評価して、理事会に報告する。

３．新会員の職業分類の選定、会員の職業分類の変更など

では適切な業種を選択し、理事会に報告するとともに、未

充填分野など職業分類の在り方を考える。

４．新会員予定者と面談し、ロータリークラブの目的、特

典、義務などを説明する。

５．新会員及び入会3年未満の会員に対する新人研修会を

開催する。

６．例会ではプログラム委員会とともに新会員卓話を企画

し、新会員には地区大会、地区研修・協議会、国際大会、

家族会、趣味の会などへの参加を勧める。誰もが疎外感を

感じない配慮を心掛ける。

RIの研修に対する考え方が今年度からティーチングから

ラーニングに変わるとの方針が発表されました。教えても

らうのではなく、自ら学ぶという姿勢をより心掛けていき

たいと考えています。

会員増強委員長 寺澤正樹君

代読 谷川浩司君

55周年を迎えるあまRC、大切

な1年となります。今年度は、新会

員勧誘に必要な、あまロータリー

クラブの魅力を発信し、どんどん

魅力を伝える事が重要だと考え、

行動します。コロナによる、行動制限もあけましたので、

交流を積極的に行います。

１，会員増強をするために

①食事会を開催し、候補者の方との懇親の場を企画します。

②ゴルフ会を開催し、候補者の方との懇親の場を企画しま

す。

③各委員会、趣味の会と協力して、候補者の方との懇親の

場を企画します。

２，退会防止のために

①各委員会の皆様と協力して、例会・IDM・ゴルフ会・食

事会等に可能な限り参加し、情報収集から声掛けを実施

します。

公共イメージ向上委員長 大西晃弘君

公共イメージ向上委員会では記念すべき55周年を迎える

あまRCを様々な手法を用いて広報を行い、クラブの認知度

アップ、イメージ向上を目指します。特にウィークリーの



充実、他クラブからも評価されてい

るHPでのタイムリーな情報発信、

地区公共イメージ向上委員会とも連

携したマスメディア等へのアプロー

チに積極的に取り組んでまいりま

す。会員の皆様、特に趣味の会や各

委員長には是非ウィークリーやHPに掲載するネタの提供に

ご協力をいただきたいと思います。１年間どうぞよろしく

お願いいたします。

ニコボックス委員長 青本道春君

ニコボックスは自由意志で善意の

寄付金を入れる箱です。

会員・家族・事業の喜び事、お祝い

事をニコにこそながら披露し喜びを

分かち合い、失敗や迷惑ごとをかけ

たときに、ユーモアで披露し、例会

を賑わせて親睦を増進します。集まった善意の寄付金は、

ロータリー本来の目的である外部の奉仕活動として使うこ

とが目的です。また、あまRCの奉仕活動の運営に大きな資

金となっております。ニコボックスの資金なしでは、運営

に大きな変革が必要となります。利用方法は年度により変

わります（例・臼井年度は地区の補助金に利用）。より多く

の善意の寄付金は、ロータリーの目的である外部の奉仕活

動に多く利用することが出来ます。善意の寄付金は、多い

少ないは問わず、あまRCに入会した会員全員が、同じ目的

・同じ方向に自主的に、ニコボックスの名称通り、楽しく

会員全員が向くように、ニコボックス医院は会員全員の、

奉仕の意識向上に努めます。

加藤春視年度ニコボックスの利用方法の一部例。

1．社会奉仕（身障者・いきいき花クラブ他）、2．青少年

奉仕（ボーイスカウト他）を軸として、あま市新庁舎の時

計塔、あまRC55周年記念などロータリー活動に幅広く補

填される。また繰越金としてあまRCの大きな事業等や委員

会の補填等、あまRCが楽しく速やかな流れで運営されるこ

とにも使われます。

プログラム委員長 大竹敬一君

プログラム委員会は加藤春視会長のテーマ「伝統を受け

継ぎ、多様性を常態として、100年を超えるクラブへ」に

基づき、楽しくためになる例会とな

るよう努めます。

具体的には、幅広いジャンルから例

会の卓話者を選びためになる卓話を

お願いします。さらには趣味の会の

PRを含めた会員卓話、新会員卓話

を実施して、ロータリークラブへの理解、会員同士の相互

理解がより深まるお手伝いができればと考えます。ご指導、

ご鞭撻をお願いいたします。

会場委員長 小倉廣三君

会長方針「伝統を受け継ぎ、多様

性を常態として、100年を超えるク

ラブへ」に基づいて、あまロータリ

ークラブがより魅力あるクラブにな

るよう取り組んでまいります。会場

委員会では、ひとりでも多くの会員

ならびにゲストの皆さんが例会にご参加いただき、有意義

な時間をお過ごしいただけるよう心を込めた会場の運営を

してまいります。また、例会を最も大切な会員同士の親睦

の場所として、より一層交流が深められるような場となる

よう努力・改善してまいります。

保健委員長 篠田耕伸君

会員とその家族の身体と歯の健康を、太く長く保って頂

けるように考えて、情報提供したいと思っています。

１．年二回の卓話の実施。

２．随時、歯科のついての相談。

前半は私の卓話で、とても関心が高いと感じましたので、

介護認定審査会について卓話したいと思っています。後半

は、前回好評だったので、委員の方にお願いしたいと思い

ます。

創立55周年記念行事実行委員長 家田安啓君

創立55周年の年度がはじまりま

した。全員が実行委員です。記憶に

残る55周年の記念行事を皆さんで

作り上げましょう。ご協力をよろし

くお願いいたします。


